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消費者白書のデータを読み解こう 

出典 資料１、２：令和４年版消費者白書 資料３～15：令和５年版消費者白書 

※赤字は生徒の実際の解答例 

ワーク１ 資料１、２から読み取れる情報を□に挙げ、「 」内に用語を入れよう。 

資料１                   資料２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若者の４割はＳＤＧｓやエシカル消費に    若者の興味はあるが取組をしていない理由の 

興味はあるが、実際の取組をしていない。     第１位は「参加方法が分からない」 

 

若者の SDGｓ等への取り組みを促進するには「 参加方法が分かりやすいこと 」が必要。 

 

ワーク２ 資料３、４、５から読み取れる情報を□に挙げ、「 」内に用語を入れよう。 

資料３                    資料４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者の消費生活相談は、１年間で 25万件  消費生活相談は、訪問購入や訪問販売で高齢者 

程度。                   の占める割合が高い傾向。 

 

 

資料５ 

 

                             高齢者全体で健康食品が上位の 

                             ほか、年齢層が高くなるほど 

                             住宅修理関連が上位になる。 

                             65～74歳の女性では化粧品が 

                             上位になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者の消費生活相談の傾向には 

「     年齢層により消費者トラブルに違い     」がみられる。 

 

ワーク３ 資料６、７から読み取れる情報を□に挙げ、消費者問題に関して何が言えるか考えよう。 

 資料６                  資料７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エシカル消費という言葉を知らない人が多い。 高齢者のエシカル消費につながる身近な取組 

は活発。 

 

「  世代による取組状況の違いを踏まえてエシカル消費を推進していくことが重要  」 
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ワーク４ 任意の資料を３つ選び、消費者問題に関して、何が言えるか考えよう。 

 

 選んだ資料【８】と読み取った情報 

  高齢者は健康への不安を感じている。 

  

 

 選んだ資料【12】と読み取った情報 

インターネット通販の広告等で実際に購入等につながったり困ったりしたことは、 

75歳では「解約が分かりにくい」や「勝手に不要なオプションがセットになっていた」 

が上位。 

 選んだ資料【15】と読み取った情報 

  高齢者は複数のサイトからの情報収集や口コミや評価で気を付けている割合が低く、 

事前調査が十分ではない可能性。 

 

 言えること 

 「 高齢者の中には、デジタルリテラシーに課題がある人が存在し、インターネット通販での 

「健康食品」のトラブルに巻き込まれやすくなるおそれがある 」 

 

ワーク５ ワーク４の「言えること」への対応として、できそうなことを２つの視点から考えよう。 

     実現可能なものであること。 

 

 政府や地方公共団体ができそうなこと 

  

高齢者に関する健康食品に特化して、消費者トラブルに関する CMをだす。 

  CMなら、デジタルリテラシーに課題がある人にも伝わるはず。 

   

 

 あなたができそうなこと 

 

  消費者トラブルで問題になっている企業を調べ、その商品を買わないようにする。 

  また、そのことを家族にも伝えたい。 

 

 

 

 

資料８                   資料９ 

 

 

 

 

 

 

 

資料１０                  資料１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１２                  資料１３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１４                  資料１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


